ライフステージ看護学
第3回　新生児・乳児期の成長発達と健康課題
本時の到達目標
(1) 新生児期の生理的適応の特徴と、観察の主なポイントを説明できる。
(2) 乳児期の身体的・運動発達の目安と、その評価方法を理解する。
(3) 愛着（アタッチメント）形成の過程を、ボウルビィの理論から説明できる。
(4) 乳児期に多い健康問題（哺乳・感染症・事故等）と看護支援を理解する。

Ⅰ．講義
1．新生児期の生理的適応と観察のポイント
新生児とは、出生から生後4週未満（28日未満）の児をいい、そのうち生後1週未満を早期新生児期という。新生児は、胎内環境から胎外環境へと大きく変化する中で、呼吸・循環・体温調節などの生理機能を急速に適応させていく。
	適応の内容
	特徴・観察ポイント

	呼吸の適応
	出生とともに肺呼吸を開始。第一啼泣により肺が拡張する

	循環の適応
	胎児循環から新生児循環へ移行。卵円孔・動脈管が機能的に閉鎖していく

	体温の適応
	体表面積が大きく皮下脂肪が薄いため、熱を喪失しやすく低体温になりやすい

	体重の適応
	生理的体重減少：出生体重の5〜10％が生後数日で減少し、生後7〜10日ころに出生体重に戻る

	黄疸の適応
	生理的黄疸：生後2〜3日から出現し、生後4〜5日でピーク、生後7〜10日ころに消退していく



出生直後の児の状態評価には、心拍数・呼吸・筋緊張・反射・皮膚色の5項目を評価するアプガースコアが用いられる。また、出生後は把握反射・モロー反射・吸啜反射・バビンスキー反射などの原始反射がみられ、これらは中枢神経系の発達とともに消失していく生理的な反射である。
	原始反射
	内容

	把握反射
	手掌に触れると指を握りしめる

	モロー反射
	急な刺激や体位の変化で両腕を広げ抱きつくような動作をする

	吸啜反射
	口唇に触れたものに吸いつく

	バビンスキー反射
	足底を刺激すると足指が扇状に開く



【国試対策ポイント】生理的黄疸は生後2〜3日から出現し、生後4〜5日でピークとなり、生後7〜10日ころに消退する。生後24時間以内に出現する黄疸（早発黄疸）は病的であり、生理的黄疸とは区別される点に注意する。
2．乳児期の身体的・運動発達とその評価
乳児期（生後4週〜1歳未満）は、身体発育・運動発達が最も著しい時期の一つである。運動発達は、頭部から尾部へ、中心部から末梢部へという一定の方向性・順序性をもって進む。
	月齢の目安
	獲得される粗大運動

	3〜4か月
	首がすわる（定頸）

	5〜6か月
	寝返りをする

	7〜8か月
	一人でお座りができる

	9〜10か月
	つかまり立ちをする

	1歳前後
	一人歩きをする


乳児の発達評価には、DENVERⅡ（デンバー発達判定法）などのスクリーニング検査が用いられ、粗大運動・微細運動・言語・社会性の各領域について、月齢に応じた発達の目安と比較して評価する。
【国試対策ポイント】「月齢」と「獲得される運動」の組合せを問う問題が頻出する。3〜4か月（首のすわり）、5〜6か月（寝返り）、7〜8か月（お座り）、9〜10か月（つかまり立ち）の順序を正確に覚えること。
3．愛着形成とアタッチメント理論
ボウルビィは、乳幼児と特定の養育者との間に形成される情緒的な結びつきを「アタッチメント（愛着）」と呼んだ。アタッチメントは、不特定の他者との関係ではなく、子どもにとって特定の身近な人物（多くは母親などの主たる養育者）との間に築かれる結びつきである。
· 養育者は、子どもが安心して周囲を探索するための拠りどころとなる「安全基地」としての役割を果たす。
· 人見知りは、特定の人物とそうでない人物を見分けられるようになることで生じる現象であり、生後6〜7か月ころから出現する。
· 愛着をもっている対象から引き離された際に生じる不安を分離不安といい、抗議（泣いて対象を求める）→絶望（無気力になる）→脱愛着（対象への関心を失う）という段階を経て反応が変化するとされる。
【国試対策ポイント】「人見知りは6、7か月の乳児に出現する」という記述、および「安全基地とは養育者（愛着の対象）を指す」という点が頻出。安全基地を家の中の場所と誤解しないよう注意する。
この愛着形成の過程は、第1回で学んだエリクソンの発達理論における乳児期の発達課題「基本的信頼 対 不信」、および第2回で学んだクラウスとケネルの絆（ボンディング）理論と、いずれも深く関連している。
4．乳児期に多い健康問題と看護
哺乳に関する問題
乳児期は消化機能が未熟であり、哺乳量・哺乳方法や体重増加の経過を継続的に観察することが重要である。哺乳量の不足や嘔吐・下痢が続く場合は、脱水を来しやすいことにも留意する。
乳幼児突然死症候群（SIDS）
乳幼児突然死症候群（SIDS）は、何の予兆や既往歴もないまま乳児が睡眠中に死亡する、原因不明の疾患である。発症リスクを減らすため、医学的な理由がない限り、1歳になるまでは仰臥位で寝かせることが推奨されている。うつぶせ寝、人工栄養、養育者の習慣的な喫煙が、発症の危険性を高める要因として知られている。
誤飲・窒息事故の予防
· 柔らかい布団は、乳児が鼻や口をふさいで窒息する危険があるため避ける。
· 小さな玩具（ビー玉など）、ボタン電池、硬貨等は誤飲による窒息の危険があるため、乳児の手の届く範囲に置かない。
· 寝返りができるようになった時期からは、ベッドからの転落防止のためベッド柵を上げることを習慣づける。
【国試対策ポイント】SIDS予防のための「仰臥位で寝かせる」という対応、および誤飲・窒息を防ぐ生活環境の整え方が繰り返し出題されている。乳児期は「生活のすべてを養育者に委ねている」時期であることを踏まえ、環境調整の視点で考えること。
まとめ・本時の重要ポイント
	復習チェックリスト
・新生児期の生理的適応（体重減少・黄疸）の内容と時期を説明できるか。
・原始反射の種類と内容を説明できるか。
・乳児期の運動発達の月齢の目安（首のすわり・寝返り・お座り・つかまり立ち）を説明できるか。
・ボウルビィのアタッチメント理論（安全基地・人見知り・分離不安）を説明できるか。
・SIDSの予防方法と、乳児期の事故防止のポイントを説明できるか。





Ⅱ．事例演習
事例：乳児健康診査における発達評価と生活環境の指導
次の事例を読み、設問に答えなさい。
	事例の概要
・Aちゃん（生後4か月、男児）：4か月児健康診査で来院した。
・出生体重3,000g、本日の体重は6,500g。あやすとよく笑い、うつ伏せにすると短時間、頭を持ち上げることができる。仰臥位から腹臥位への寝返りはまだみられない。
・母親は「最近、夜になかなか寝つかず、うつぶせにすると眠りやすいので、寝かしつけの時はうつぶせ寝にしています」と話している。
・また、「上の子が使っていたビー玉のおもちゃも、そろそろ触らせてみようと思っています」とも話している。



設問1
Aちゃんの首のすわりの状態は、月齢相応の発達といえるか、根拠とともに述べなさい。
設問2
母親の「うつぶせ寝にしている」という発言に対して、看護師としてどのような説明が必要か述べなさい。
設問3
母親の「ビー玉のおもちゃを触らせてみようと思う」という発言に対して、看護師としてどのような助言が適切か述べなさい。
設問4
今後Aちゃんに出現してくると予測される愛着形成に伴う行動を、ボウルビィの理論をふまえて1つ挙げ、その時期の目安とともに説明しなさい。






解答の視点（解説）
設問1：首のすわりは3〜4か月ころに獲得される運動発達である。Aちゃんは生後4か月であり、うつ伏せで短時間頭を持ち上げられる状態は、首のすわりが完成に近づいている月齢相応の発達と考えられる。なお、寝返りは5〜6か月ころの発達であり、まだみられなくても現時点では逸脱とはいえない。
設問2：うつぶせ寝は、乳幼児突然死症候群（SIDS）の発症リスクを高める要因の一つとされている。医学的な理由がない限り、1歳になるまでは仰臥位で寝かせることが推奨されていることを説明し、寝つきの工夫については、うつぶせ寝以外の方法（室温・音・抱き方の工夫等）を一緒に検討する姿勢が求められる。
設問3：ビー玉のような小さな玩具は、乳児が誤って口に入れることで誤飲・窒息事故につながる危険がある。生後4か月は物をつかんで口に運ぶ動作が発達してくる時期でもあるため、月齢に適した大きさ・形状の玩具を選ぶよう助言することが適切である。
設問4：今後、生後6〜7か月ころから「人見知り」が出現してくることが予測される。これは、Aちゃんが母親などの特定の養育者と、それ以外の人物とを見分けられるようになることで生じる、アタッチメント（愛着）形成の一つの現れである。人見知りは正常な発達の証であることを、あらかじめ家族に伝えておくことも有用な看護支援となる。


Ⅲ．看護師国家試験過去問
問1（第110回 午前59問）
早期新生児の生理的黄疸で正しいのはどれか。
1．生後24時間以内に出現し始める。
2．皮膚の黄染は、腹部から始まる。
3．生後4、5日でピークとなる。
4．便が灰白色になる。
問2（第113回 午前54問）
Bowlby〈ボウルビィ〉が提唱したアタッチメントの記述で正しいのはどれか。
1．人見知りは6、7か月の乳児に出現する。
2．安全基地は家の中での子どもの居場所のことである。
3．子どもと不特定の他者との間に築かれる情緒的な結びつきである。
4．愛着対象との分離で生じる子どもの行動の第一段階は「絶望の段階」である。
問3（第108回 午後7問）
生後4か月の乳児の発達を評価するのはどれか。
1．寝返り
2．お座り
3．首のすわり
4．つかまり立ち

問4（第100回 午後70問）
4か月児の生活環境を整える援助として最も適切なのはどれか。
1．仰臥位で寝かせる。
2．柔らかい布団に寝かせる。
3．ベッド柵は上げなくてよい。
4．おもちゃとしてビー玉を用意する。
Ⅲ．看護師国家試験過去問　解答・解説
本時の内容（新生児期の生理的適応、乳児期の運動発達、アタッチメント理論、乳児期の健康問題）に関連する過去問題を示す。正答と解説を確認し、理解を定着させること。
問1（第110回 午前59問）
早期新生児の生理的黄疸で正しいのはどれか。
1．生後24時間以内に出現し始める。
2．皮膚の黄染は、腹部から始まる。
3．生後4、5日でピークとなる。
4．便が灰白色になる。
正答：3
解説：生後24時間以内に肉眼的な黄疸がみられるのは早発黄疸であり病的である。生理的黄疸は生後2〜3日より確認され、皮膚の黄染は顔面から体幹・四肢の順に強くなる。灰白色便は先天性胆道閉鎖症などの閉塞性黄疸でみられる特徴である。生理的黄疸は生後4、5日でピークとなるため、正答は3である。

問2（第113回 午前54問）
Bowlby〈ボウルビィ〉が提唱したアタッチメントの記述で正しいのはどれか。
1．人見知りは6、7か月の乳児に出現する。
2．安全基地は家の中での子どもの居場所のことである。
3．子どもと不特定の他者との間に築かれる情緒的な結びつきである。
4．愛着対象との分離で生じる子どもの行動の第一段階は「絶望の段階」である。
正答：1
解説：安全基地とは、子どもにとっての愛着の対象となる人物（養育者）を指す言葉であり、家の中の場所を指すものではない。アタッチメントは、不特定の他者ではなく特定の人物との間に築かれる情緒的な結びつきである。愛着対象との分離で生じる行動の第一段階は「抗議（反抗）の段階」であり、その後「絶望の段階」に至る。人見知りは6、7か月の乳児に出現するため、正答は1である。

問3（第108回 午後7問）
生後4か月の乳児の発達を評価するのはどれか。
1．寝返り
2．お座り
3．首のすわり
4．つかまり立ち
正答：3
解説：寝返りがうてるのは5〜6か月ころ、一人でお座りができるのは7〜8か月ころ、つかまり立ちができるのは9〜10か月ころである。首がすわるのは3〜4か月ころであり、生後4か月の発達評価に該当するため、正答は3である。

問4（第100回 午後70問）
4か月児の生活環境を整える援助として最も適切なのはどれか。
1．仰臥位で寝かせる。
2．柔らかい布団に寝かせる。
3．ベッド柵は上げなくてよい。
4．おもちゃとしてビー玉を用意する。
正答：1
解説：乳幼児突然死症候群（SIDS）の発症リスクを減らすため、1歳になるまでは仰臥位で寝かせることが推奨されている。柔らかい布団は窒息の危険があり、ビー玉のような小さな玩具は誤飲による窒息の恐れがある。寝返りができるようになる時期に備え、ベッド柵を上げることも習慣づける必要がある。したがって正答は1である。


